
◇論 文◇

500m地域メッシュ統計と1Km地域メッシュ

統計を利用した主成分分析結果の比較考察

中　島　直　子

1　はじめに

　統計調査や調査資料利用法の発達に伴い統計資料は字別・市町村別だけでなく，500挽四方の統計

地区毎の資料（500〃3メッシュデータ）や1んπ四方の資料（1㎞メッシュデータ）となって統計情報

を提供しており，比較的簡単に私たちもこれらを利用することができる。勿論すべての地域統計がす

べての項目においてメッシュ化されているわけではないが各種の地域調査の一段階として，これらメ

ッシュデータを利用し統計計算を行うことは多数の未知の土地に関する予備知識を得る上でも有用で

ある。入手できるメッシュデータには前述の如く500祝と1乃πの2種類があり，国勢調査の1㎞デー

タは72個の実数及び43個の指標の項目で既に日本全国を網羅している。同調査の500初データは人口

集中地区において同項目で作成されており全国の都市市街地をほぼ網羅している。国勢調査では昭和

45年以降，事業所統計では昭和50年以降500初メッシュが作成されている。

　本稿では同一地域を対象として500挽メッシュデータと1㎞メッシュデータを基にする統計計算を

それぞれ行い，両者の結果すなわち主成分の寄与率・主成分と変量との相関係数の表われ方・成分得

点分布などにどんな相違があるかを調べ，両メッシュ法の特色や限界の一端を認めることにより，以

降の分析時の情報として役立てたい。
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第1図　対象地域の500御メッシュ（左図）と1㎞メッシュ（右図）
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　筆者の修論以来のブイールドの1つであり2種の資料が手元にある小田原市街地を本稿の対象都市

とした。1肋メッシュ28個，500祝メッシュ86回分の広さである（第1図）。本稿では昭和50年国勢

調査及び同年事業所統計より，人口・年齢・職業・家族成員数・家屋所有形態・事業所の種類や規模

を示す50変量（第1表）を使用し，それぞれを比の形に換算して主成分分析を行った。
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　　　　　　第1表

0～14才人口比

20～49才人口比

65才以上人口比

持家世帯比

公務就業者比

専門職就業者比

技術者就業者比

教員・宗教家就業者比

管理職就業者比

技能者就業者比

建設業就業者比

製造業就業者比

平門売業就業者比

サービス業就業者比

運輸通信就業者比

金融保険不動産就業者比

電気ガス水道就業者比

文筆・芸能家就業者比

事務職就業者比

個人サービス業就業者比

内職者就業者比

家事就業者比

労務作業者就業者比

農業就業者比

15～64才人口比

分析に使用した変量

　　　　　　　26．失業者人口比

　　　　　　　27．未婚者人口比

　　　　　　　28。借家世帯比

　　　　　　　29．　1人世帯比

　　　　　　　30．　2人世帯比

　　　　　　　31．　3人世帯下

　　　　　　　32．4人世帯下

　　　　　　　33．5人世帯比

　　　　　　　34．6人以上世帯比

　　　　　　　35。間借り1人世帯比

　　　　　　　36．65才以上親族のみの普通世帯比

　　　　　　　37．間借り世帯比

　　　　　　　38．核家族世帯比

　　　　　　　39．公営借家世帯比

　　　　　　　40．民営借家世帯比

　　　　　　　41．給与住宅世帯比

　　　　　　　42．建設業事業所比

　　　　　　　43．製造業事業所比

　　　　　　　44．卸小売業事業所比

　　　　　　　45．運輸通信事業所比

　　　　　　　46．サービス業事業所比

　　　　　　　47．零細事業所比

　　　　　　　48．小規模事業所比

　　　　　　　49．中規模事業所比

　　　　　　　50．大規模事業所比
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第2図　　主成分寄与率の比較

　　　　　　　　（図中の数字は累積寄与率）

2　分析結果

　第2図を参照しながら500彿，1㎞各々の第10主成分までの寄与率を比較してみると，500〃z法の

累積寄与率70．453％に対して1㎞法のそれは85．766％である。また1枷の方では各成分の寄与率

が第1～第6主成分において500祝法の値より大きな値をとっている。また1㎞法が3個口主成分で

全変動の約52％を説明するのに対し，500魏法では5個の主成分で約51％を説明する。後者が細かな

内容を前者より多くの主成分で説明するのに対し，1㎞法では数少い主成分でより大掴みに内容を把

握しているように見える。次に両分析の主成分の内容を検討してみよう（第2表・第3表参照）。

第1主成分

1㎞法は③65才以上人口比，⑳65才以上親族のみの普通世帯比，⑬卸小売業就業者比，⑳間借り世帯

比，⑭サービス業就業者比，⑳個人サービス業就業者比と正相関を示し，⑳核家族世帯比，①0～14

才人口比，②20～49才人口比，⑳3人世帯比，⑫4人世帯比，⑫製造業就業者比，⑩技能者就業者比

と逆相関を示す（第2表）ことにより，プラスの極で高齢者層と卸小売・サービス業就業者層の集積を，

マイナスの極で核家族・ブルーカラー的若年住民層の集積を示す両極成分と解釈した。500〃3法は⑫

製造業就業者比，①0～14才人口比，⑳核家族世帯比，⑩技能者就業者比，⑳3人世帯比，②20～49

才人口比，⑪給与住宅世帯比と正相関を示し，③65才以上人口比，⑬卸小売業就業者比，⑯65才以上親

族のみの普通世帯比，⑭サービス業就業者比と逆相関を示す。これよりプラスの極で核家族・ブルー

カ・ラー的若年住民層の集積を，マイナスの極で高齢者層と卸小売・サービス業就業者層の集積を示す。

500祝法と1肋法の第1主成分はプラスの極とマイナスの極が逆に表われているが，両者の成分得点

分布図（第3図・第4図）は類似の傾向を見せている。これより両成分は等しい内容を意味するもの

と解釈できる。

第2主成分

1肋法は⑳15～64才人口比，⑳1人世帯比，⑳未婚者比，＠給与住宅比，⑱小規模事業所比と正相関
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を示すので給与住宅に居住する独身労働者層と解釈される。500隅法では⑳民営借家世帯比，⑳借家

世帯比・⑰零細事業所比，⑱小規模事業所比，⑭卸小売業事業所比，⑳2人世帯比と正相関を，⑳5人

世帯比，⑲中規模事業所比，④持家世帯比と逆相関を示すので借家・2人世帯の集積と解釈される。

主成分と各変量との相関係数の表われ方や得点分布図（第3図・第4図）により両分析法で抽出された

第2主成分は異なるものである。

第3主成分

1㎞法が⑥専門職就業者比，⑲事務職就業者比と正相関を，⑭卸小売業事業所比と負相関を示し専門

職・事務職に就業するホワイトカラー的住民層の集積と解釈されるのに対し，500祝法は⑳内職者就

業者比，⑳農業就業者比，⑮運輸通信就業者比と強い正相関を，⑳15～64才人口比と負相関を示す。

成分得点は郊外に立地する貨物輸送の拠点を示すメッシュで最大となっている。第3主成分でも両者

の分析結果は異なっている。第1～第3主成分までの累積寄与率は，1㎞メッシュ分析法で51．928

％，500㎜メッシュ分析法で39，440％である（第2図）。

第4主成分

1㎞法が曾5人世帯比，⑭6人以上世帯比，⑱小規模事業所比と正相関を，⑨管理職就業者比と逆相

関を示し，大家族世帯と小規模事業所の集積と解釈されるのに対して，500初法では⑯サービス業事

業所比，⑳2人世帯比，⑳間借り世帯比と正相関を示す成分が抽出された。この成分は小田原駅周辺

など交通の便のよい比較的広範囲にお》・て高得点をとる。

第5主成分

1肋法は⑬製造業事業所比，⑳民営借家比と弱い正相関を，④給与住宅比，⑳大規模事業所比，⑮運輸

通信業事野比，⑭卸小売業事業所比と弱い逆相関を示す。50伽法は④給与住宅世帯比，⑳大規模事業

所比，⑬製造業事業所比と弱い正相関を示す。相関係数や得点分布より第5主成分も両者で異なる内

容を帯びている。第6主成分以下は各変量との相関係数値がますます減少し内容の判別が困難になる

ので，成分解釈は第5主成分までとしたが，1んπと500初両者の以下の成分の相関係数において類似

の傾向は見られなかった。両分析法で抽出された主成分において第1主成分として等しい内容を帯び

る成分が抽出されたが，それ以下では異なる内容の成分が抽出された。

3．まとめ

　1㎞メッシュに表れうる地域事象の集積が実際は1種類すなわち1個の主成分しか存在しなくて

も，計算：結果としては2つ以上の主成分が抽出される危険性が潜んではいるが，500御メッシュデー

タを使用すれば1㎞メヅシュと比べて単純計算で4倍の量の資料やカード類が入用となるばかりでな

く，電算機処理以前に要する作業時間も多大となる。従って都市地域研究をする際に，広範囲ならば

1肋メッシュデータを，また比較的限定された範囲なら500初メッシュデータを使用する場合が多い。

しかし，経済的・時間的理由で1肋メッシュデータを選択することは問題である。前述の様に500鋭

法と1㎞法の分析結果は必ずしも一致しない。よっていつでも1㎞法で代用できるという考えは誤ま

りである。複数の事象が㎞単位で集積するという前提条件があって1㎞メッシュ法が有意義に使える

のである。本稿の1㎞メッシュ分析結果の第1・第2主成分は従来の調査結果と比べて妥当だが，第
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3以下の主成分では計算結果が存在するものの地域の実態と必ずしも一致しないように感じる。500

祝法では1んπの計算では表現されなかったより小規模の集積をも成分として抽出することが可能であ

り，小田原の例において第5主成分まで説得性のあるものであった。メッシュ毎の標準化された主成

分得点値を基に作図したのが第3図・第4図であるが，これらの分布状況は地域構造の研究に有用で

ある。1㎞法より500〃z法の成分得点分布図の方が高得点分布地区やその輪郭がはっきりしており実用

的でもある。本稿の対象地域では1ん彿メッシュより500祝メッシュ法が有用であった。

　私たちは研究対象の広さ・密度ほかの性質と研究目的によって慎重にメッシニの大きさを選択する

必要があるのは言うまでもないが，その分析結果の限界にも注意する必要がある。

　主成分分析法を使用するにあたり本教室の井内昇教授にお世話になりました。ここに謝意を表しま

す。

　参考文献
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石水照雄・奥野隆史編（1973）：「計量地理学」共立出版，260ページ

芝祐順（1979）：「行動科学における相関分析法」東京大学出版会，226ページ
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2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
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3
0
3
1
3
2
3
3
3
4
3
5
3
6
3
7
3
8
3
9
4
0
4
1
4
2
4
3
4
4
4
5
4
6
4
7
4
8
4
9
5
0

第3表

第1主成分

0
6
2
1
1
．
1
6
7
8
3
1
3
8
6
4
6
5
0
0
9
2
3
7
0
9
7
3
4
3
2
9
0
9
1
1
9
4
1
0
0
3
2
4
1
6
4
1
3
1
1

8
5
3
8
1
7
0
4
0
2
0
5
7
2
0
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0
9
6
8
2
3
1
2
8
7
6
9
9
6
7
7
9
7
4
7
9
4
6
3
0
0
2
7
2
4
3
1
2
7

7
6
8
5
3
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0
4
0
7
0
8
7
6
1
5
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0
1
4
1
4
2
1
1
1
4
5
4
0
6
4
2
5
4
6
5
7
1
0
6
0
5
4
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0
4
3
2
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α
α
α
α
α
α
α
α
α
α
α
α
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α
α
α
α
α
α
α
α
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α
α
α
α
α
α
α
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α
α
α
α
α
α
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α
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α
α
α
α
α
α
α
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主成分と変量との相関係数（500祝メッシュ）

第2主成分

6
4
8
5
7
1
9
7
9
3
8
9
0
5
3
5
7
1
3
6
5
8
8
7
1
8
4
1
8
7
3
8
9
8
5
9
8
5
5
0
5
1
4
9
4
7
8
2
3
9

2
3
9
9
6
3
4
3
8
0
9
4
6
2
7
4
3
2
4
4
5
1
1
4
7
0
3
9
9
1
4
4
4
1
4
6
4
2
0
8
6
2
3
3
1
3
5
3
3
8

1
3
1
5
3
0
2
0
1
0
0
0
1
0
1
1
2
1
1
1
2
4
3
2
1
2
0
5
4
5
1
4
6
3
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0
0
0
1
6
0
2
1
5
3
2
5
5
6
1

α
α
α
α
α
0
。
α
α
α
α
α
α
α
α
α
α
α
α
α
α
0
．
α
α
α
α
α
α
α
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α
α
α
α
α
α
α
α
α
0
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α
α
α
α
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α
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第3主成分

4
5
5
7
2
4
2
0
6
0
9
8
3
8
8
9
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1
2
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4
3
4
1
3
7
5
2
0
0
4
4
4
1
6
5
9
8
2
2
6
0
6
2
5
2
6
0
1
7

6
1
8
3
2
3
8
4
2
6
0
8
7
1
9
3
8
1
8
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0
7
2
9
8
3
2
4
9
6
7
1
9
2
3
3
7
8
3
6
2
2
9
1
6
0
3
0
7
5

0
2
0
1
2
2
0
0
0
1
0
1
1
．
0
6
1
1
1
3
2
9
3
2
8
8
1
1
1
3
0
1
0
1
0
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0
0
1
0
2
1
1
1
0
1
1
0
1
0
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α
α
α
α
α
α
α
α
α
α
α
α
α
α
α
α
α
α
α
α
α
α
α
0
．
α
α
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α
α
α
α
α
α
α
α
α
α
α
α
α
0
。
0
。
α
α
α
α
α
α
α

　
「
　
　
　
一
一
一
　
一
一
　
　
　
［
　
一
　
＝
　
【
一
一
一
一
　
　
　
一
　
一
　
一
一
　
一
　
　
一
　
一

第4主成分

6
9
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6
7
1
5
0
5
1
8
6
5
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1
0
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5
1
5
4
8
4
0
8
6
9
8
2
0
8
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2
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7
7
7
0
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3
2
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0
1
0
9
6
1
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6
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9
4
9
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0
0
3
0
3
1
3
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0
1
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0
4
1
1
2
0
2
1
0
1
1
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0
2
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0
3
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第5主成分
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第4図　　主成分得点図（500〃2メッシュ）
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